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平成３０年度第１回渋川市総合教育会議 議事録

Ⅰ 開催日時

平成３０年１０月１６日（火）午前１０時開会 午前１１時４５分閉会

Ⅱ 開催場所

渋川市役所本庁舎３階大会議室

Ⅲ 出席者

【構 成 員】髙木勉市長、中沢守教育長、高橋秀和教育長職務代理者、新井光

久教育委員、高橋秀樹教育委員、狩野美喜子教育委員

【市長部局】小野総務部長、酒井総合政策部長、諸田保健福祉部長、角田財政

課長、石田スポーツ課長、福田社会福祉課長、中山こども課長、

儘田新政策課長、事務局職員２名

【教育委員会】石北教育部長、藤岡教育総務課長、高橋学校教育課長、田中学

校給食課長、萩原生涯学習課長、島田文化財保護課長、飯塚学校

教育課指導係長、担当職員２名

【傍聴者】 ２名

Ⅳ 会議の概要

１ 開 会

新政策課長 皆さん、こんにちは。本日は、お忙しいところ、ご出席いただき

まして、誠にありがとうございます。

定刻となりましたので、ただ今から、「平成３０年度第１回渋川市

総合教育会議」を開会いたします。

この会議の進行を務めさせていただきます、新政策課長の儘田と

申します。よろしくお願いいたします。

２ 市長あいさつ

新政策課長 それでは、開会にあたりまして、髙木市長から、ご挨拶をお願い

いたします。

髙木市長 皆さん、おはようございます。

第１回の平成３０年度総合教育会議を開催いたしました。教育長

さんを始め教育委員の皆様には、お忙しいところお集まりいただき

まして、ありがとうございます。

総合教育会議は、地教行法が改正されて、教育委員会の独立性は

しっかり担保しながら、教育委員会と、そして市長部局が連携をし

てやっていこうと、こういうことで作られまして、その後色々な制
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髙木市長 度も変わってきておりますけれども、方向は、教育委員会と市長部

局が一緒になって教育にあたっていこう、そういうことだと思いま

す。社会教育なども含めて生涯学習も含めてしっかりと連携しなが

らやっていきたいと思います。

教育長さんも変わられまして、そして教育委員さんも変わられま

したので、是非色々な意見を出していただき、渋川の教育が良くな

るように、教育都市渋川と言われるような街になるようにしていき

たいと思っております。

総合教育会議も回を重ねて、形骸化していかないように、活性化

を図っていけるように、皆様のご協力をお願いいたしましてご挨拶

とさせていただきます。よろしくお願いします。

新政策課長 ありがとうございました。

３ 教育委員長あいさつ

新政策課長 続きまして、教育委員会中沢教育長より、ご挨拶をお願いいたし

ます。

中沢教育長 皆さん、おはようございます。

まず、総合教育会議の冒頭、今年度地震によってブロック塀倒壊、

そういうことの中での対策として、９月補正に早速学校の安全確保

に予算措置をしていただきました。大変ありがとうございました。

また、学校の緊急安全対策や、猛暑対策として、エアコン設置の前

倒し等の施策にご指示をいただき、心より感謝申し上げます。

総合教育会議は、今市長もおっしゃられたように、市長部局と教

育委員会が互いの意思疎通を図り、教育課題や、あるべき姿を共有

するための協議、及び調整の大変貴重な場と認識しているところで

あります。今日も学力向上という教育の本質的な課題があがってい

ますので、この点につきましても、共通認識が深まりますよう、参

会の皆様、どうぞよろしくご協議の程、お願い申し上げて挨拶とさ

せていただきます。よろしくお願いします。

新政策課長 ありがとうございました。

４ 委員等の紹介

新政策課長 次に、次第の４、委員等の紹介に移らせていただきます。

本日は、今年度初めての会議となりますので、委員等の紹介を自

己紹介という形でお願いいたしたいと思います。

委員の皆さま方から、委員名簿の番号順に自己紹介をお願いいた

します。

【委員自己紹介】

新政策課長 ありがとうございました。
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５ 議 題

新政策課長 ここで、本日の資料の確認をさせていただきたいと思います。

まず、平成３０年度第１回渋川市総合教育会議次第、出席者名簿、

当会議の設置要綱、渋川市立学校の児童生徒数および学級数、資料

№１「平成２９年度渋川市決算概要」、資料№２－１「平成３０年度

主要事業（抜粋）」、資料№２－２「第２次渋川市総合計画実施計画

書」、資料№３「渋川市における学力向上について」、それと、本日

当日配布資料としてお配りいたしました、「随想 ピンチをチャンス

に変えて新時代を切り拓く」こちら冊子の写しが一つ、それから、

新聞報道で「国語教育について考える」、それと「教育都市渋川をつ

くるために」が一枚、追加資料がございます。

資料の不足がございませんでしょうか。よろしいでしょうか。

新政策課長 本日の会議でございますけれども、本日の会議を傍聴したいとの

申請が１名の方からございました。

本日の会議は公開の会議となりますので、これを認めることにつ

いて、ご異議はございませんでしょうか。

出席者 はい。

新政策課長 ありがとうございます。異議なしとのことでありますので、傍聴

することを認めさせていただきます。

それでは、傍聴を希望する方に、ご入室いただきます。

【 傍聴者入室 】

新政策課長 それでは、議題に移らさせていただきます。

渋川市総合教育会議設置要綱第４条第１項の規定によりまして、

「市長は、会議の議長となる。」とされておりますので、この後の進

行につきましては、髙木市長にお願いをいたします。

なお、会議録を作成する都合上、発言をされる方は、氏名をおっ

しゃってから、発言されますようお願いいたします。

では、この後の進行につきましては、髙木市長にお願いいたしま

す。

よろしくお願いいたします。

髙木市長 それでは、しばらくの間、議長を務めさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。

（１）平成２９年度決算概要報告

髙木市長 議題（１）「平成２９年度決算概要報告」について、事務局から説

明をお願いします。

●【総務部長説明】 【資料№１】

髙木市長 事務局の説明が終わりました。
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決算概要につきましては、教育関連事業を中心に説明させていた

だきました。

ご質問やご意見がありましたらお願いいたします。

高橋教育長 幼稚園に養護教諭が１名いると書いてあったのですが、保育所等

職務代理者 に養護教諭は配置されているのですか。その辺を教えていただけれ

ばと思います。

こども課長 保育所ですと、民間の北橘保育園には看護師さんが配置されてお

りますけれども、養護教諭という配置はありません。

高橋教育長 看護師さんは、全部の保育園で配置となっているのですか。

職務代理者

こども課長 いいえ、北橘の保育園だけです。

高橋教育長 北橘だけですか。是非、子どもの健康面で、幼稚園もそうですが、

職務代理者 保育所も同じだと思いますので、健康管理がよくできるように対応

していただければと思います。

髙木市長 他にございましたら、お願いいたします。

髙木市長 よろしいですかね。

（２）平成３０年度各種事業の取り組みについて

髙木市長 次は、議題（２）「平成３０年度各種事業の取り組みについて」に

入ります。事務局から、説明をお願いします。

●【総合政策部長説明】 【資料№２－１、２－２】

髙木市長 事務局の説明が終わりました。

今年度事業の教育関係を中心に説明をさせていただきました。ま

た、補正により追加となりました事業につきましても、併せてご報

告させていただきました。

これらについて、ご質問やご意見をお伺いします。

高橋教育長 学校給食のアレルゲン対応だとか、準保、要保の家庭への援助、

職務代理者 地震対策安全確保、英語教育の推進と、みなとても良いものばかり

なので進めていただきたいと思いますが、この中で、保育所に預け

る子どもは第二子から無料とあるのですけれども、子どもが沢山い

る家庭への援助と書いてありますが、幼稚園の方にまで広げていく

というような予定はあるのでしょうか。これは、幼稚園だから学校

教育課なのかもしれないが、どうなのでしょうか。無料化を、他の

子どもへも進めていけるものなのかどうなのか、その辺のことをさ

れる予定なのか、わかれば教えていただきたいと思います。
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保健福祉部 保育料の無料化につきましては、本年度は第二子で進めていって

長 いるところでございます。これまでの流れでは、第三子が無料化で

ございまして、第二子につきましては、六割軽減、実際は四割負担

ということでございます。これは、保育所でございまして、幼稚園

につきましても同様に無料、無償化しているところでございます。

また、今後につきましても、さらに国の方の施策で無料化される

ところでございますけれども、国の方向を見ながら、独自の施策の

検討をしたいと思います。

高橋教育長 ありがとうございました。

職務代理者

髙木市長 その他、ございましたらお願いいたします。

狩野委員 先程、高橋職務代理がおっしゃっていた保育料の無料化、そして、

幼稚園も無料化ということなのですが、子育て世代にとって、昔は

何人も産んでも結構子ども同士で遊んでいてそんなに高い教育とい

うこともなかったので、経済的に、家はもう子どもはやめるなんて

ことはなかったのですが、今子育てはすごく経済的に負担が掛かっ

ている。そういった中で、無料化というのは、子育てをしていく人

達にとって、とても魅力的なことなので、是非、充実して続けてい

ただきたいと思います。

それから、もう一つ質問なのですが、資料の３ページなのですけ

れども、新規事業でですね金井遺跡のことが書いてあるのですけれ

ども、渋川市は、ここだけに限らず色々な遺跡とか古墳とかが沢山

ある地域なので、教育という面でこういった新規事業を益々推進、

或いは活用をしていただいて、その地元にある遺跡や、そういった

過去の価値あるものを子ども達の教育の中にも絡めながら活かして

いただけると、自分の育った町を愛する一つになるので、是非この

事業を推進して、そんな視点で進めていただければありがたいと思

ったので、よろしくお願いします。

髙木市長 狩野委員の、文化財を使って教育の場でも子ども達に教えていっ

たらどうですかということですが、私も同感だと思っているところ

でありますけれども、教育長、どうですか。

中沢教育長 市長からもかねがね渋川の遺跡等を使い、誇りを持てる市にして

いきたいという意向も伺っているところで、私もその様に思います。

今、金井遺跡活用事業につきましては、教育委員会だけではなく、

全庁的な組織もできて、これをどう活用するかということで、これ

は総合政策の方で取り組んでいただいているところです。教育委員

会としては学校教育の場で、子ども達にそういうものが渋川市にあ

るんだということをわかりやすく説明し、そういう市に自分達も住

んでいるんだなと誇りを持てる教育を進めていきたい。またそれだ

けではなく、渋川市には過去の人材といいましょうか、誇れる人も

いますし、歴史ある史跡、文化財等、沢山あるわけで、それらを子
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ども達に教えることにより、市民として全員が知ることになるであ

ろうと思います。それがやがて県内外の方達がそういうものを知る

ような状況ができるといいなと考えています。

人口対策でもありますけれども、まずは渋川市民として誇れるも

のがある中に住んでいるのだということを知っていただければなと

考えています。

髙木市長 教育長の考え方も、今話しがありましたけれども、私も市民、特

に子ども達に自分たちの地域がどういった魅力があるか、どういっ

た財産があるか、そういう歴史的な価値というものを改めて良く理

解をしてもらえるような教育なり、教育以外のところでもそうです

けれどもやっていきたいと思います。やはり、渋川市民であるとい

うことに誇りを持って、シビックプライドという言葉を最近使いま

すけれども、そういうものをしっかりと子ども達のうちから身につ

けてもらえるようにしていく、そのことが渋川市の将来の発展に繋

がるのではないのかなと思っていますし、人口減少対策にも繋がっ

ていけばいいのではないかと思います。

それから、教育長が今話された渋川の偉人ですね、渋川の発展の

ために色々な力を尽くされた人達、そういった人達が、合併してそ

れぞれの地域にいるのですけれども、なかなか渋川全体として、渋

川の発展のために尽くされた偉人というものを取り上げる機会がわ

りと少なかったという気がいたします。例えば、旧渋川町で言えば、

堀口藍園さんですね。私塾を開いて色々な人に教育を施した、そう

いう人もいますし、 渋川の産業の発展の元になった電気化学工業を

起こす、その産業の元になった浅野総一郎さんの佐久発電所の事業

とか、それに係わる関東４社、そういったものを含めて紹介したり、

或いは、スポーツでは子持の地区で、佐藤次郎さんというソフトテ

ニスのプレイヤーがいました。これは、昭和の初めに世界大会に出

て行って、日本の国威発揚にも使われた面もあったのでしょうが、

今の錦織さんを越える世界一の日本人としてのプレイヤーがいた、

そういうことも一つ、一人だと思います。その他、日本学を教えた

ドナルド・キーンさん達に日本文学を教えた角田柳作さんですね、

旧赤城村です。そういった人達が合併して色々な地域におりますの

で、そういった人達に光を与えるような機会を、どういう形がいい

のか、記念できるようなコーナーを作ったり、資料を作ったり、そ

ういうことができればと思っていますので、教育委員会と相談しな

がら進めて行きたいと思っています。

高橋委員 今、市長から貴重なお話を聞かせていただきましたが、灯台下暗

しでございまして、教育長からお声がけをいただき、金井東裏遺跡

や県の埋蔵文化財調査センター、市の北橘歴史資料館を初めて拝見

させていただきました。実感として思ったのは、縄文時代がすぐそ

こに、隣にあるということが、はっきり実感できました。そして、

素晴らしい土器が東京の国立博物館のメインの会場でスポットライ

トを浴びて展示されているということ、それから市長もおっしゃっ

ているように郷土に、歴史を誇りをということですけれども、京都



- 7 -

や奈良の子ども達というのは、自分達のふるさとというか、地元の

歴史を語ることが、そのまま日本の歴史を語ることなんだと非常に

誇りを持っているというお話を聞かせていただいて、群馬県も縄文

の時代から、色々遺跡が発見されましたけれども、人々がここで生

きていたという、そういう実感を子ども達にも持ってもらいたい。

授業で取り入れられているかわかりませんけれども、体験が一番実

感に残ると思いますので、漏れ無く渋川市の小中学校の子ども達に

見ていただければと思います。

それから、浅野総一郎さんの話も出ましたけれども、私も佐久発

電所という名称が奥様の名前だとは知らず、地名だと思っておりま

して、今更ながら郷土のことを知らないんだということを思い知ら

されましたので、その辺の掘り起こしというか、そういったところ

も注意していければと感じました。

髙木市長 是非、ハード、ソフト、両方の面から渋川の郷土、歴史を伝えて

いける、そして皆さんが、皆で共有できるような機会ができるとい

いと思っておりますので、できればふるさと歴史館みたいなものを

新しい建物で作るのではなくって、既存の建物の中にでもそういっ

たものができるといいと思っています。

それから学校の現場で、これは教育委員会の世界ですけれども、

そういったものを副読本みたいなものでできればいいと思います。

子ども達に読んでもらえるようなものは、大人もわかりやすいので、

是非市民にそういったものができたら配れればいいと思っています。

（３）学力向上について

髙木市長 それでは、議題（３）「学力向上について」に移らせていただきま

す入ります。

教育部長から説明をお願いします。

●【教育部長、学校教育課長 説明】 【資料№３】

髙木市長 事務局の説明が終わりました。

学校における学力向上への取り組みの他、地域や家庭における取

り組みなど、様々なことが考えられると思います。

この総合教育会議でも学力向上について、教育委員会だけではな

く皆さんの意見を出していただいて、渋川市の子ども達の学力が一

層向上すればいいと思いますので、ご意見をお伺いしたいと思いま

す。今、学校教育課長から細かい説明がありましたけれども、これ

にかかわらずご意見がありましたらお願いいたします。

髙橋教育長 （１）に学ぶ楽しさと書いてあるのですが、やはり子どもは、私

職務代理者 も授業をした経験があるけれども、何か勉強をしてわかった時に「へ

え」とか、「ああ、なんでこうなったのだろう」と次へ向かうとか、

色々子どもの表情や行動を見ていると感じ取れるのですけれども、

子どもはやはり「面白かった」とか、「そうだったのか」とか、新し

い発見や次へ繋がるものが授業にないと、それで終わりになってし
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まうと思うのです。ここに書いてあるとおり、学ぶ楽しさを味わわ

せるって、とても大切なことであると思います。基本的なことを定

着させるという様なこともあるのだけれども、この楽しさが味わえ

るということは、その授業だけでなく次の授業、また次へ進学して

からとか、自分が大人になってからも生きてくる。ここに書いてあ

る説明の中にもありますように、「生涯に渡って豊かに暮らすための

学ぶ力」というのが、渋川市としての学力の捉えとあるのですけれ

ども、そういうところへ必ず繋がると思います。ただ、そのために

は教員がしっかり準備しなければいけない。ただ教科書を見て教え

るだけでは、全然喜びもなければ、面白みも無いので、そうではな

く常識的に子どもから考えて当たり前と思うことではなくてそうじ

ゃない教材を準備したり、それで授業を行うことが、とっても大変

になってくると思う。そのために必要なことは何かというと、日常

的に「こういうことを教える時はどんな準備をすればいいのだろう」

「子どもは何を聞くとびっくりしたり喜んだりするのだろう」とい

うことを常に家に帰っても、学校にいても考えて、準備する時間を

確保しないといけないんだと思います。そのために、今日前半でお

話があったようにＡＬＴ英語の補助だとか、部活動の支援というの

がでてきましたけれども、特別支援教育の支援員とか、マイタウン

ティーチャーだとか、全部市の方の取り組みに盛り込まれています

けれども、そういう人的な支援ですかね、ブラックスクールとは言

わないけれども教育多忙化とかでてきていますけれども、教材研究

をする時間、それがとても大切だと思うので、それを支援するよう

な市の活用、取り組みを是非お願いしたい。

髙木市長 学ぶ楽しさを支援していくということは、大事なことだと思いま

すけれども、ご意見がありましたらお願いいたします。

狩野委員 教育委員の中で、皆さんと先輩方と話をしていた中で、今回テス

トで良い点を取ったと、渋川の子達は学力が高いと見るのはちょっ

と危険だよねって、話をさせていただきました。というのは、私達

皆で教育を確認したのですけれども、学力をここだけの視点で見る

とちょっと違うのではないか、もう少し他のところで生きる知恵を

学ぶとか、色々な体験をとおしての、テストでは点はでないけれど

も、でも人が育っていく中で教育は、そこも一緒にしないとやっぱ

り片手落ちになるよねということを先輩の委員さんに言われて、私

もなるほどと思った次第です。それで、そういう視点で考えるとで

すね、学力向上についての１ページの１の（２）に２本線であるの

ですけれども、個性を生かし多様な人々との協働をとなると、やは

り地域の色々な人材の方にご協力をいただくということもあるでし

ょうし、それからその下の学習の基礎をつくる活動の充実するとい

うところに関しましては、今すごく情報化時代で、色々パソコンを

使う機会が沢山あるので、できればここを環境の整備ということで、

そういった器具を各学校に充実させて整備していただければなとい

う気がいたします。それから、家庭との連携ということの中に、学

習習慣は家庭習慣というようなお話をいただいたのですが、ただ、
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家庭との連携、今非常に家庭がですね、色んな形態の家族が増えて

いるのですね。ですから、その必ずしも親が家庭教育として、しっ

かり子どもと向き会える家庭ばかりでは無くなってきている、そこ

を補足するおじいちゃん、おばあちゃんが同居しているという方も

少なくなってきている。片親も多くなっているとなってくると家庭

との連携を図っていくのには、やはりそこで抱えている問題を具体

的に気安く相談できるような、窓口はやはり教育委員会の中でも考

えて、というのも教育委員になってから三人位から相談があると言

われ、お聞きすると、かなり具体的なことです。「障害を持った子が

特別支援員を付けてもらったのに４年になったらいなくなっちゃっ

た、どうしてなんでですかね。理由を聞いていないんです。」それか

ら、「うちの子が特別支援学級に行っているのだけれども、とても良

い先生に教わっている。だけど、どうも契約が３年で来年の３月で

終わる。どうするんでしょう、その後うちの子は。どうしたもんで

しょう。」と、本当にきめ細かな相談がくるんです。私は、受けるだ

けなので、教育委員の仕事って考えたら繋げていくことかなと。今

日そんな話をさせていただくのは、そういった窓口を教育研究所と

いう素晴らしい機関があるので、そういったところに、誰でも気軽

に、あそこに行くといいよって、私も答えられなくて学校教育課に

お聞きしたら、こういう風に答えいただけたらと言われたのですけ

れども、ここへ行くといいのではないですか、というような所があ

ったらなと思ったので、そんなことも思いました。以上です。

髙木市長 ありがとうございます。そういう窓口ですかね、拠り所があると

いいなと思いますけれども。どうですか、教育研究所長をされた教

育長。

中沢教育長 今、二つのことが話題となっていると思うのですが、一つは、学

ぶ楽しさを味わわせるということで、その辺が大事というような後

押しをいただいている様な気がするのですけれども、私は就任して

今五ヶ月に間もなくなるのですが、８月に幼・小・中の先生方が全

部集まる講演会があって、前段のところで少し時間をいただきまし

て、その場で、私達教師はこれではないかということを、先生方に

話をさせていただきました。その中で学校の教師は、学ぶ楽しさを

味わわせるプロなんだと、そういう意識を持ってもらいたい、そう

いう話をしました。点を取らせるためのということであるとすれば、

そこだけを狙うのだとすれば、外部の先生だとか家庭教師だとか、

そういうふうなこともあるのかもしれませんが、学校でできるのは

点を取らせるだけではなくって、生涯にわたってそのことを学べる

ような、そういう楽しさを味わわせる、そのために私達は教師にな

ったのでしょうという投げかけをしました。先生方は、本当にうな

ずいてくれたと思うのですけれども、そこが、プロでないとできな

い、そういう授業なんだなと思っています。そこのところは、絶対

失ってはいけないと、そのためには教科書と黒板だけでは教えきれ

ない、そういうものがあると思います。様々な機器や、あるいは、

教材の提示の仕方、流れ、授業の組み立て、そういうところに、見
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えないところだけれども、教師は研究を深めていかなければならな

い、日々新しい授業を研修していかなければならない。そのために、

時間をかけていただきたいと思います。なかなか時間が取れないと

悲鳴の様な声も聞かれますけれども、私は、そこのところを大事に

しなければ教師になった意味がないんじゃないかな、と話をさせて

いただきました。学ぶ楽しさを身に付けた子ども達は、自分から勉

強するようにもなるし、生活習慣も正していけるようになるんだ、

そこに繋がると思っております。

それから、その相談事業に関しましては、私も教育研究所にいた

関係から教育相談というか、保護者や子ども達、或いは教師自身の、

或いは管理職の相談が、年間４、５００件の相談があるというよう

な状況が今も続いています。これは、やっていて良かったとか、こ

ういう場所があっていいな、もう少し認知させていないといけない、

というふうなところがありまして、狩野委員のおっしゃるとおりで

す。要するに、これはどこに繋げたらいいのかとか、或いは、その

人自身の振り返りをしていただくような、そういった技をもった専

門委員の人を今配置しているわけですけれども、その辺の充実は、

今後図っていただきたいと、場所がどこにあってどういうものとい

うのが、全市民に認知されるようなそういうところを作っていきた

いというふうに考えております。

髙木市長 他にご意見は。

髙橋委員 学ぶ楽しさを味わえる授業とは、これが自分で実感できればもっ

とましになっていたのかなと感じて、大変難しいテーマだと思いま

すけれども、ともかく子ども達にとっては、学校が第一に面白くな

ければならないんですよね。学校に行くのが楽しい、面白い、不登

校とかいじめの問題とかあるかもしれませんけれども、面白いとい

うことはやっぱり毎日の授業がよくわかる、体育や音楽、そういう

特殊な科目は楽しさを味わえるかもしれませんけれども、先生の言

っていることが本当によくわかる、要するに勉強ができると言って

しまえばそれまでなんですけれども、そういったことを実感できる

ような授業といいますか、それが今皆さんがおしゃったと思うので

すけれども、しかも学力向上と、それから教育長が言っている教育

都市渋川を作るということでは、はやり学歴というと点数とかです

ね、動機付けというか強制というか、８０点はぜったい取りなさい

よとか、目標がないとなかなか勉強もしない。ただそれだけでは点

取り虫になってしまうので、本当に学ぶ面白さを知ってそれを実感

できるそういった力を身に付けた子が本当の学力のある子なんだと、

これは生涯にわたって豊かに暮らすための学ぶ力というふうになっ

ておりますので、ただ単に勉強ができるだけではなく、学んだ実感

として楽しい、面白いとそういったことが自分でわかる子ども、実

感できる子どもを育てていかなければならないのかなと思いました。

それから、もちろん学校教育ということなので、生徒の側もそうで

すけれども、一方で先生がいらっしゃるということで、先生自体も

何を教えてもあまり学力が伸びないとか、わかってくれないのかな
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ということでは駄目で、お互いにやはり生きがいというか、職業で

すから、生きがいとやりがいと努力のしがいがないと、子ども達に

も両方でやっていく、そのコラボが学校教育ですから、その辺のグ

ループで、子ども達同士、児童同士、生徒達同士で学ぶ力もありま

すし、先生から教わって納得できるという力もありますし、人と人

との係わりの中で、やはり教え、教えられ、学ぶ、というところが

学校の楽しさなんだというのを知ってもらう必要があると思うので

す。それには、髙橋職務代理者がおっしゃたように、先生に教える

工夫とか、職人技のような、そういった能力も求められてくるし、

先生によって皆さん個性が違いますから、その辺をお互いの努力で

培っていってくことが必要なのかなと思います。とにかく、勉強し

ろ勉強しろと言うことだけではなくって、生徒自体が面白い、内発

的というか気付き、それがないと学力も伸びませんし、本当の意味

での力、というものも付かないと思います。皆さん、本当に努力さ

れていると思いますけれども、その辺の力を皆さんで培っていけれ

ばなあと思っております。以上です。

髙木市長 ありがとうございます。

新井委員 学ぶ楽しさということですが、ＰＴＡの現役でいるものですから

そういった部分も感じながらになるのですが、子ども達は反応をし

て欲しいのだと思います。もちろん、学校の先生は子ども達にとっ

ての先生なので、係わるということが根底にあると思います。ただ

それが係わるという表現になるとですね、どうしても畏まってしま

ったりですね、こういうことを教えなければいけない、こういうこ

とを教えることが使命なんだと感じ取れてしまう場面が多分にあっ

て、それはちょっと違う方向にいきかねない、リスクも兼ねている

のかなという思いの中から、反応してあげる、例えば挨拶ですね、

「おはよう」と言ったら「おはよう」と言ってあげるとか、ちょっ

と違うことをしたら「それはちょっと違うんじゃない」と言ってあ

げるとか、反応してあげるということが、学校に通う意欲、授業に

望む姿勢、生活をする、より健全な生活をしていく心の状態を作っ

てあげるとか、そういうことに繋がるのかなというふうにも思いま

すし、それは学校の教育現場だけではなくて、我々も色々な場面で

子どもに携わる触れる機会があると思うので、その子どもからの働

き掛けに対して反応してあげるということが、一番の教育現場とい

うか教育授業に繋がるのかなと思いますし、そういった中で、子ど

もに係わっていける大人が一人でも多く増えていけば、本当に市長

が言われる教育都市渋川の礎を築くことができるのではないかなと

日頃から思っております。家庭との連携を図りながらと二番目に書

いてございますけれども、私も教育は本当に大事だと思っています。

私が思う教育は、というところですけれども、共に学びあうとか、

共に教えあう、共に育つ「共育」というふうな書き方もできるのか

なとも思いますし、あらゆる場面でですね先程来から皆さんのご意

見にありますけれども、助け合ったりですとか、関わり合ったりで

すとか、協力する育、「協育」というふうにも捉えることができると
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思いますので、そういった意味では、教育というのは、私が思うの

には三つの捉え方ですかね、読み方というのですかね、そういった

捉え方をしながら子どもに係わっていく、教育現場に係わっていく

ということが、大事なのではないかなと日頃から思っておりますの

で、ＰＴＡの現場が残り少ないですけれどもありますので、そうい

った形で、私も子どもを持つ親として、また地域で子どもに係わっ

ている立場として、その思いでやっていければと思います。

髙木市長 ありがとうございます。

「教育、学ぶ楽しさ」というのがキーワードになっているようで

すけれども、論語で「学びてときに之を習うまた説ばしからずや」

という言葉を子どもの頃は意味がわからなかったのですけれども、

やはり学ぶ楽しさと学力向上というのが、相対するというのでしょ

うか、トレードオフの様な関係になって、学力向上で、勉強して点

数を上げろということが、学ぶ楽しさを削いでいってしまうという、

そういうことが、それが小さい子、小学生の低学年に英語を教えろ

と、上手くかみ合って英語を学ぶのが楽しいと言ってくれればどん

どん伸びていくのでしょうが、一方で、英語嫌いを作ってしまうよ

うなこともあるのではないかと、そういう意見もあると思いますけ

れども。

この前、上毛新聞の広場を見ていましたら、国語教育について考

える、渋川市の人だったのですが、村上詩織さんという１９歳です

から大学生ですかね、国語教育についてちょっと書いていましたけ

れども、これもテストをすると答えが１つになってしまうので、×

か○かみたいな話になるという、文章を読む楽しさがかえって削が

れるのではないかというようなことを言っているのだと思いますが、

どうしても学校というのは、テストで評価判定していかなければな

らないのでしょうが、そのことと教育の本質ということとがどうい

うふうに調和できるのかなという感じの難しいところなのでしょう

けれども、なまじ楽しさが身について学力が上がっていけば、丁度

上手くかみ合っていけば良いのだと思いますけれども、そのかみ合

いが上手くいくようになるように、私なんか上手くいかなかった方

なのだから英語嫌いじゃないけれども、勉強嫌いになってしまって、

大人になってみると学ぶ楽しさというのも感じとしてわかってくる

気がしますけれども、子ども達の頃に学ぶ楽しさをどうやって教え

て、どうやって身に付けてもらえるのかなと、難しいことですよね。

そこが教育のプロの世界かもしれませんが、感想ですけれども。

評価というものは、公務員月報というところに書いたのですけれ

ども、これは学校教育ではなく、職場に入って色々良いことをやっ

てもなかなか批判を受けると、８０点取れば２０点批判されるし、

９５点取れば５点指摘されると、それが仕事だと思うのですけれど

も、その批判を間違ったことを力に変えていく批判があったのだか

ら、反応してくれたのだと、さっきの新井さんの話ではないですけ

れども反応があるということを力に変えると、そしてまた面白さに

変えていければいいなと思うのですけれども、子ども達ですから、

批判されたり間違って怒られたりすれば、「よし今度はやってやろう」
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という人と、「もう勉強も嫌だ」という人もいるかもしれませんけれ

ども、そういう力を付けていくかいけないか、その境目が若い子ど

も達の頃だと思います。教育は難しいなと思いますけれども。

中沢教育長 市長が出してくれた新聞の記事について、よくぞこれをピックア

ップしてくださったなあと思いました。村上さんが言うように国語

の授業に最後はテストで残念な気持ちがあったのだと思います。た

だ、本人が国語を楽しいと思える子どもを増やす活動を行っていく

べきだと最後にありますが、まさにそのとおりだと思います。ただ、

それを入試だとか最後で判定するのには、マークシートで採点をし

なくてはならない、そんな中で個々の考えを拾ってあげられない、

そういう状況は確かに現実としてあると思います。そこに難しさが

ある。ただ我々は、我々はというよりも指導する国語の楽しさを教

える教師は、だからといって諦めて点の取り方だけを教えるような、

そんなことにならないでほしいと思います。

私が自分の信念として、これは、ウィリアム・アーサー・ワード

という人が言ったものですけれども、「凡庸な教師は、しゃべる。良

い教師は説明する。素晴らしい教師はやって見せる。偉大な教師は、

子どもの心に火を付ける」と言いますね。そこでしょうと、私は思

いますね。子どもの心に火が付いたら自ら学ぶ子にきっと育つんだ

ろうなと、その信念だけは曲げたくないなと、そう思っているとこ

ろです。この村上さんがおっしゃるように楽しいと思えるその授業

をするために、私はやはり教師は、全身全霊をつくすべきだと思い

ます。現実に対応するということはもちろん大事ですけれども、そ

このところを絶対に曲げてはならないと思っています。

それから、家庭との連携の中で、渋川市が行っている子どもの学

習支援授業に期待をしているところもあるのです。学習習慣の確立

というところにいくのですけれども、生活保護受給世帯、児童扶養

手当受給世帯の中学生等に学習支援をするということで派遣をして

いただいていると思うのですけれども、生活習慣を身に付けさせる

ために派遣してくれているのだなと思います。家に帰ったら明日に

向けて、今日やったことは何で、明日の時間表は何で、そうに揃え

られるような生活習慣を指導をしていく、そういうふうな派遣授業

になっているのではないか。学習支援授業という名前は付いている

けれども、そういうふうなことをするのがいい。そうでなければ、

家庭教師を雇っているようなそんな意味合いと捉えがちで、子ども

はそれでは嫌になってしまう。ここで学ぶ楽しさ、そういうものを

感じられるような支援ができたら良いなと感じております。

髙木市長 他にありましたら。

狩野委員 子ども達の学ぶ楽しさというお話なのですが、先生方が教える楽

しさというか、教職員研修で、アクティブラーニングをされてみて

はいかがかなと思うのですけれども。例えば、学ぶ楽しさを引き出

さなければという使命感に燃えていたら、授業は楽しくないと思う

のですね。教える楽しさというのも、少し楽しさを体験すると、す
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ごく授業も楽しくなると思うのです。先生が元気でないと、あまり

疲れるような仕事をしては困るので、是非学校教育課の方で、先生

の心が、時には解きほぐれるような研修をいれていただきたいと思

います。よろしくお願いします。

学校教育課 ありがとうございます。私達もですね、管理的な立場ではありま

長 すけれども、やはり先生方が生き生きと授業をして、子ども達が生

き生きと育つと、これが第一だと思っております。その中でやはり

授業を中心としながら、先生方にこんな良い授業ができますよ、こ

んなふうにできますよとか、学校の中でもですね、校長先生方、管

理職の先生方は、先生方の良さを出し合いながら皆で学びあってい

る、そんな姿も見られます。是非、そういった形を頭に入れながら、

校長会議、いくつかの研修会、そういったものを活用しながら、是

非先生方が元気に授業ができる、そういった取り組みをしたいと思

いますので、よろしくお願いします。

髙木市長 やはり先生に元気が出なければ、子どもは元気が出ないですよね。

先生が疲れて、「はあっ。」とため息を吐いていたのでは、子ども達

はよけい元気が出ないから、先生には空元気でもいいから、教室に

入ったら元気に、学校に入ったら元気を出してもらうように。

これまでも学校を回って時々見るのですけれども昔は教室形式っ

ていうので、先生がいて、教壇に向かって皆並んでいる、今、輪っ

ていうのですかね、輪のように囲むようにして、子どもの数も減っ

てきているからかもしれないけれども、そういうような学校もあり

ましたけれども、そういうことで子ども達が色々議論、答弁しなが

ら、会話をしながら勉強が深まっていく。環境もやはり教育内容を

向上させるのに大事と思いました。

もう一つ、さっきも話がでていましたけれども、コンピューター、

ＩＣＴ、今の子ども達は慣れているからそういった物をもっと使っ

て楽しい授業をしていくといいと思いました。それには、機材が必

要だと思いますので、そういう機材が十分なのかどうなのか、教育

長どうですか。機器材、テレビとかタブレットとか、色々あるので

すが。

中沢教育長 ＩＣＴを使うと子ども達は非常に興味を引くきっかけになります。

先生方は、教材作りをパソコンですることがかなりあります。それ

を映し出す装置が学校に十分あるといい。各学校のフロアーに１台

ずつということで、教室に行き届いていない面があると思います。

それが各教室に入っていたり、特別教室に入っていたりすればいい

と思います。これは、教師の心の叫びのようなものがあると思いま

す。各教室に、テレビというよりモニターですね。モニターがあっ

て、それを映し出すためのパソコンがあり、あるいはプロジュクタ

ーでもいいのですが、そういうＩＣＴがあれば知らせる、活用でき

る状況で、子ども達はタブレット、最近は非常に身近な物ですので、

それを上手く活用した授業というのも、これは、可能性とすると非

常に広いのです。教師のタブレットを活用した研修というのも、十
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分必要となってきますが、まずは自分で使わないとどういう活用が

できるかということがわからないので、教師だけがそういうところ

から後れていくことはできません。是非時代の流れに乗って活用が

できると良いなあと思いますし、本当に前では考えられないような

授業の展開が想定できます。タブレットを使って、子どもが写真を

撮ったものが全ての子のタブレットに映し出されたり、モニターに

映し出されたり、或いは、インターネットと繋がっていれば、わか

らないところがあればそこをクリックしたらそこが出てきたり、個

に応じることができたりすると思います。タブレットで体育のマッ

ト運動などを撮影して、その場で見てお手本と比べる、そういうこ

ともできますし、本当にしゃべりきれないほどの、想像しきれない

ほどの展開が予想されるのが、今のＩＣＴの状況だと思います。渋

川の状況はと言われたら、無いわけではないですけれども、ここの

辺を先んじて出していくということは、教育を活性化する、教師の

楽しさをも刺激する、そういう活力になると、私は感じております。

髙木市長 学ぶ楽しさを身につけることが学力向上に繋がる、皆さん共通の

理解だと思います。学ぶ楽しさをわかって、理解してもらうのにＩ

ＣＴを使うというのは相当なものがありますので、教育長の話にも

ありましたけれども渋川市、学校の現場に、教育の現場にＩＣＴを

積極的に導入していければと思います。これから来年度予算編成も

始まりますので、そういったところに力を入れていきたいと思いま

す。

他にありますか。よろしいですかね。

まあ、今回は、学力向上対策と、対策というと何か役所言葉でま

た勉強嫌いになってしまいますので、対策という言葉は使わないで、

楽しく学力、楽しんで学ぶ楽しさを身につけて、学力を向上させよ

うということになればと思います。そのために学校の先生も楽しく

仕事に望んでもらうといいますか、子ども達も元気に学ぶ、学んで

もらうとそういうことで教育都市渋川を盛り上げて行きたいと思い

ます。

そんなところで、今日の総合教育会議は終わりにしたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。

６ その他

髙木市長 他に何かありますか。

委員 特にありません。

髙木市長 これからのことですけれども、公民館と行政センターというもの

が各地域にあるのですけれども、これを少し一体化していければと

考えていまして、また、公民館を市長部局が担うとか色々行政法も

変わってきておりますので、教育と行政が連携をしていく、そうい

うことが必要ではないかなあと思います。色々定数も限られており

ますので、そういう中で、行政センターと公民館が協力しながらや
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っていくことが必要かなと思っておりますので、また、皆さんのご

意見を伺っていきたいと思っています。考え方がまとまったら協議

の場に出していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

髙木市長 それでは、以上を持って今年度第１回の総合教育会議を終わりに

いたします。長い時間、ありがとうございました。

７ 閉会

新政策課長 ありがとうございました。

以上をもちまして、第１回渋川市総合教育会議を閉会させていた

だきます。


